進化の『法則』
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海へ戻る生物

1-1. 共通の特徴

　生物は、生活環境 XE "生活環境" \y "せいかつかんきょう" を水中から陸上へとひろげながら進化してきた
。ところが、生物の中にはいったん陸上生活に適応しながらも、再び水中へと戻っていったものもいる。ペンギン XE "ペンギン" \y "ぺんぎん" やイルカ XE "イルカ" \y "いるか" 、クジラ XE "クジラ" \y "くじら" などがそうだ。

水中に戻っていった理由はさまざまだが、これらの生物には共通の特徴が見受けられる。それはエラ XE "エラ" \y "えら" を持たないという点だ。彼らの共通の先祖である魚類 XE "魚類" \y "ぎょるい" にはエラがあったが、陸上に適応 XE "適応" \y "てきおう" した時点で完全に失われてしまった。「進化の過程でいったん失われた器官 XE "器官" \y "きかん" は、決して再生しない。」

1-2. ペンギンの場合

ペンギン（図 1-2‑a参照）は水中生活に完全には適応しておらず、大部分を陸上で過ごす。水中に入るのは餌となる魚を捕るときだけだ。とはいっても、翼 XE "翼" \y "つばさ" は完全にヒレと化しており、もはや空を飛ぶためには使えない。また、うまく泳げるように、脚 XE "脚" \y "あし" が体の後ろに移動している。水に潜る多くの鳥の中では、水中生活にもっとも適応しているといえる。

図 1-2‑a　ペンギン

1-3. イルカ・クジラの場合

イルカやクジラの外見（図 1-3‑b参照）は、魚と同じように見える
。ペンギン同様、前脚 XE "前脚" \y "まえあし" は完全にヒレと化しており、さらに尾が尾ビレ XE "尾ビレ" \y "おびれ" となり、後ろ脚 XE "後ろ脚" \y "うしろあし" は消滅している。これは、遠い祖先である魚類の特徴がよみがえったのではなく、水中環境 XE "水中環境" \y "すいちゅうかんきょう" にあらためて適応した結果と思われる。イルカ・クジラは水中生活に完全に適応しているため、もはや陸上に上がることはできない。
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図 1-3‑a　サメ（魚類）
図 1-3‑b　クジラ（ホ乳類）
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表 1　各動物の定義

	
	定　　　義

	ペンギン
	ペンギン科の海鳥。集団で生活や繁殖を行う。南極大陸を中心に南半球に分布している。

	クジラ
	クジラ目に属するホ乳類。ハクジラ類とヒゲクジラ類に大別される。イルカはハクジラ類の一種。

	サメ
	エイ類、ギンザメ類以外の軟骨魚類。大型のものを俗にフカと呼ぶ。


2. 進化の『法則』を知る

2-1. 進化の法則は人生の法則？

進化は直接証明する方法がないため、現存の生物や化石 XE "化石" \y "かせき" などから『法則』を読みとるしかない。そのためか、学者や時代によって、まったく違う法則が唱えられていることがある。また、それらの中には人生の『法則』として日常に応用できそうなものもある。

以下にその一部をあげる。

2-2. さまざまな進化の法則

· いったん失ったものは、決して再生されない

ペンギンやイルカの話で解説したように、進化の過程で完全に失った器官を再生することはできず、現在持っているものの中から代用品を作るしかない。

· 特殊化 XE "特殊化" \y "とくしゅか" しすぎると、環境の変化に適応できない

特定の環境に適応しすぎた生物は、環境に大きな変化が起こった場合に、特殊化した器官が負担となって絶滅 XE "絶滅" \y "ぜつめつ" してしまうことがある。

· もっとも運のよいものが生き残る

初期の進化論では、もっとも優れたものが生き残る「適者生存 XE "適者生存" \y "てきしゃせいぞん" 」という説が一般的だったが、優れた個体 XE "個体" \y "こたい" であっても偶然の環境の変化などによって滅びてしまう例が多く発見されたことから、現在では「もっとも運のよいものが生き残る」という説も登場している。

3. まとめ

進化の法則は、生物以外のジャンルに当てはめることが容易だ。それは、生物の由来を探る理論であると同時に、時の流れが物事をどのように変えていくかを明らかにする理論でもあるからだろう。
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� 生物は「魚類→両生類→ハ虫類→鳥類・ホ乳類」の順に進化したとされる。


� 魚類の尾ビレは胴に対して垂直に付いているが、クジラの尾ビレは水平に付いている。
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